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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・高柳　和子様～本日の朝より、硬粥(大盛り)副食キザミ食～常食に変更となっています。
・山下　幸子様～生理2日のため、12：30疼痛時、継続指示疼痛時カロナール　2錠内服しています。
・佐々木　淳様～下痢改善のため、ミヤＢＭの処方が明日の昼でなくなる事を報告。内服薬飲み切り止めとなっています。母様来院され、現金、お菓子、飲料水、リハビリパンツの持ち込みあります。
・木村　正子様～5/12（火）　11時～病棟診察室にて、家族様面談実施予定です。
＜要注目患者様＞
・泉川　ケイ子様～昨夜の準夜帯、他者より独語がうるさくて眠れないと苦情あり、訪室しホールへ来るよう促しには、怒り口調で滅裂な話を返し受け入れなし。他室の患者様にも「うるさい」と怒鳴られ、口論になりかけていたり、怒りながら、勝手にアイスノン2個持ち出し注意を受けていますが、聞き入れる事なく、廊下に荷物を並べ、頓服薬の促しには「いらない、掃除しているから」と不眠で経過されています。深夜帯4：00には入眠されています。7：00覚醒し、ホールへ来ず、私物発注伝票やメモ帳を見ています。排泄回数を確認すると「分からないのよ」と返答し、不機嫌さはありません。日中は、朝食は不食、昼食はレストラン移動し、3/2摂取しています。昼食後薬の拒否が見られていたが、訴えを傾聴することで服薬は行う事が出来ています。引き続き精神状況を観察しながら日課の促しと他者トラブルに注意して観察していきましょう。
・鈴木　知子様～本日は、表情の硬さや自室にて臥床して過ごす事が多いです。スタッフオフィスに来られ、「ＳＳＴにでたくないです」と話しかける。「私が書いた手紙を見て下さい」と置いて行き声掛けには「 いや、今は言いたくない」と訴えています。その後、訴えなく部屋に戻って休まれています。担当スタッフが訪室し、スタッフが挨拶しない時として考えられる事は、忙しい時、他の患者様に関わっている時等。その際、笑顔を見せる、手を挙げるも挨拶である事を説明。人とコミュニケーションをとるという事は、ある程度の経験も必要だし失敗もするのだから、ＳＳＴが必要である事を伝えています。納得した様子で、参加しようとホールへ行こうとしているが、終了した為自室へ戻られています。その都度訴えを傾聴し、対応していきましょう。
・佐々木　悦子様～昨日の準夜帯、自室にて臥床して過ごしており、声掛けにも活気なく顔面紅潮見られていました。 体温37.0℃　血圧132/60mmhg　脈拍51回/分。悪寒はない為、水分補給しクーリング開始しています。同室者への執拗な話掛けはなくホールで過ごす様子目立っています。引き続き、他者との関係性や物のやり取り等観察・介入していきましょう。逸脱行為や迷惑行為見られていません。
・高柳　和子様～一昨日転入となっていますが、夜間の睡眠はとれており、日課について不明な点は自分から確認する事ができています。環境にも少し慣れてきましたと話しています。早食いあるため、食事摂取量や嚥下状態の観察を行っていきましょう。
・中村　豊様～時折大きな声で笑ったり、女性患者様と距離が近くなったりする事見られています。過度な接触やトラブルに注意していきましょう。 
＜リハプロ意見＞
・患者様の意見を聞きながら、運動と趣味活動を混合した内容を検討していきたい。
